
 

 

 

 

 

 
 

地震津波避難訓練が行われました 

 

５月２２日（木）、地震津波避難訓練が行われました。新入生にとっては初めての

訓練で、和歌山病院の屋上まで上がりました。今年は、近隣のくろしお保育所との合

同訓練で、園児と一緒の階段を使いましたが、慌てずに落ち着いて移動ができました。

地震発生から 10分で屋上に到着できました。消防署の方にも訓練の様子を見ていた

だきましたが、落ち着いて行動ができていたことをほめてくれていました。病院内の

はまかぜ教室で学習していた 1 ブロックの生徒は、ピロティで抱き上げ訓練を行い

ました。いざという際には、誰に介助されて安全な場所まで避難するかわかりません。

駆けつけてくれた人に抱きあげてもらう訓練ができました。 

秋には、近隣の作業所の方や地域の方と一緒に行う合同避難訓練が予定されていま

す。いつでも避難できるように今後も練習をしていきましょう。 

 

 防災スクールとして起震車体験を行いました 

 避難訓練の後、２年ぶりに起震車体験を行いました。これは、県の「出張！減災教

室」のメニューとして実際に地震の揺れを体験できる「地震体験車ごりょう君」に本

校に来ていただいたものです。昨年度リニューアルされた新車両です。震度 5、6と

いう揺れを体験しました。突き上げるような揺れもあり、怖さもあったけれど、多く

の児童生徒がチャレンジできましたね。 
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